


「げしゅくL i fe」では毎回、東海大学に在籍する留学生をご紹介！　日々の暮らしや将来の夢など、留学生たちの思いをインタビューさせてもらいます！
さて、今回ご登場いただく留学生は……？
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International students’International students’

　ベトナム出身のミンさんは、外国語の専門学校で中国語を学んでいました。
親戚が住んでいたことをきっかけに、2014 年 10 月に日本へ留学。新たに日
本語を学ぶことになりましたが、中国語と同じ漢字の文化圏なので比較的覚え
やすかったそうです。「実は小学校から学んできた英語のほうが自信がありま
す！」と堪能な日本語で話します。１年半通った日本語学校の事務員さんが東
海大学の卒業生だったこともあり、以前から興味のあったデザインを勉強する
ために教養学部芸術学科デザイン学課程に進みました。
　最近では、平塚市観光協会が運営するひらつか市民プラザにある、平塚の名
産品などを販売するコーナー「みなくる平塚」のロゴマークや、平塚の地産
地消キャラクター「ベジ太」と「ひらつかタマ三郎」を用いたオリジナルもな
か「ベジタマもなか」を紹介するパンフレットをデザイン。「ロゴマークは平
塚の山と海、そして市民の笑顔をモチーフにデザインしました。パンフレット
は所属する池村明生教授の研究室のみんなと協力し、もなかのイラストを載せ、
手書き風のフォントを使って親しみやすいデザインに仕上げました」と語りま
す。特にパンフレットは制作に１カ月ほどかけたこともあり、完成品を手に取っ

たときはうれしさが込み上げたそうです。
　今後は地域の支援やブランディングの仕事に就きたいと考えているとのこ
と。これからもミンさんの活躍から目が離せません！

将来は、ちえんデザイナー！？ 　デザインを通じて地域ブランディング将来は、ちえんデザイナー！？ 　デザインを通じて地域ブランディング
レ グェット ミンさん ／ Le nguyet minh
（教養学部芸術学科デザイン学課程 4年／出身：ベトナム社会主義共和国
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第９回　“ちえん”をつくる人々

食環境を整え、知らないうちに健康に　
を発着点としたウオーキングイベントを開催する

ことになりました。市内でウオーキングコースを

考案し、その中の一つを歩いて、消費カロリーを

計算して、最後に大雄山店でアジバーグ丼をアレ

ンジしたメニューを食べてもらいます。運動と消

費カロリーに見合った正しい食事を取り入れるこ

とで、より健康に、そして未病改善につながれば

と考えています。

も取り組み、試作を繰り返してアジバーグ丼を完

成させました。コストなどまだまだ課題はありま

すが、私自身にとっても学生にとっても、研究を

実践に生かす貴重な経験になりました。

　 近年 、栄養改善学会をはじめ生活習慣病にか

かわる各種学会が、人々の食環境をよりよくする

ことが、生 活習慣 病の予防に有 効であると声を

上げています。自宅で料理をする人が食に関する

知識を深め、食環境を改善することは大切です。

しかし、スーパーで売られている中食や外食利用

が 増えている現 代では 、そ れらの 栄 養 バランス

をよりよくして、利用者が知らないうちに健康に

なるような 取り組みも大 切なのでは ないでしょ

うか。

　学生たちにはプロジェクトを通して栄養学の知

識を身につけてもらうことはもちろん、食を選択

する力や 健 康な食生活を実践する力を身につけ

てほしいと思います。

　 今回のプロジェクトの延長線で、今年度は「歩

いて食べてM E-BYO改善プログラム」に取り組

みます。南足柄市職員の方が試食販売を見に来て

くれたことがきっかけで、小田原百貨店大雄山店

　日常生活で疲れやすい、風邪をひきやすい、夜

ぐっすり眠 れ な いといった「未 病 」の 改 善 策 に

は、健康にいい「食事」、日常的な「運動」、趣味

や習いごとを通して人と交流する「社会参加」が

挙げられます。私は専門である栄 養 学 の 観点 か

ら昨年６月にM E-BYO改善プロジェクトを立ち

上げ、有志の学生を募りました。当時１年生だっ

た学生たちは 栄 養 学を基 礎から学び、未 病改善

体験ができる施設「ビオトピア」（神奈川県大井

町）や小田原漁港を訪れて地産地消の 知 識を深

める一方、生 野 菜と蒸し 野 菜 の 実 食 試 験 などに

　ここまでが健康、ここからが病気——人間の体の好不調は明確に区別できるものではなく、健康と病

気の間には体調が連続的に変化する「未病」と呼ばれる状態がある。2018年度に開設された健康学部

健康マネジメント学科の森真理准教授と１期生（現２年生）が未病を改善しようと、小田原百貨店大雄

山店と連携して「ロコモコ風アジバーグ丼！」を開発。２月25日に同店で試食販売を実施した。これ

は、平成30年度神奈川県県西地域大学連携事業の採択を受けて取り組んできたもの。今年度は「歩いて

食べてME-BYO改善プログラム」として同事業の採択を受けている。未病改善を推進する神奈川県と、

小田原百貨店大雄山店の各担当者、森准教授にこれまでの活動内容と今後の展望を聞いた。

　平成 30年度神奈川県県西地域大学連携事業
「健康を学ぶ学生が提案するME-BYO改善のための
  科学的根拠に基づく食の提案プロジェクト」

健康学部健康マネジメント学科　森真理准教授

「ビオトピア」見学

12月26日には、横浜みなとみらいホール大ホールで第58回定期演奏会を開催予定。
詳細は東海大学吹奏楽研究会オフィシャルウェブサイトをご覧ください。
http://suiken.shn.u-tokai.ac.jp/index.html

知って学んで
私たちの周りにあふれる科学

音色を響かせて　スプリングコンサート

　５月４、５日に伊勢原市立科学館で開かれた“私た
ちの周りに多くの科学があることを知って学んでも
らう”ことを目的に「子ども科学館フェスティバル
2019」に東海大学チャレンジセンター「サイエンスコ
ミュニケーター」がブースを出展した。同科学館が子
どもの日に合わせて開催しているもので、サイエン
スコミュニケーターは2013年から毎年参加してい
る。
　今回は、『ブラックウォール』『芳香剤』『スライム』
『マーブリング』の４つのブースを設け、2日間で360
名が来場した。参加した子どもたちは、初めて見る
実験に興味津々の様子で目を輝かせていた。

「ロコモコ風アジバーグ丼！」で未病改善を後押し
歩いて食べて健康を目指す新企画も

「ME-BYO 改善プロジェクト」

伊勢原市の市制施行50周年記念事業
市民ワークショップに協力　教養学部芸術学科デザイン学課程の池村明生

教授のゼミに所属する学生５名が、６月29日に伊
勢原市・中央公民館で開かれたワークショップに
参加した。市制施行50周年のキャッチフレーズと
記念事業のアイデアを市民らとともに考案するも
の。同市と締結している包括連携協定に基づき、こ
れまでにもさまざまな自治体・団体などと連携し
て学生とともに多彩なデザインを作成してきた池
村教授に依頼があり実現した。今後は、市民投票
を経て決定するキャッチフレーズと同市の公式キャ
ラクター「クルリン」を用いたロゴマークの制作に
取り組む。

　東海大学吹奏楽研究会が４月７日に伊勢原市民
文化会館大ホールで「SPRING CONCERT 2019」
を開催し、約650名が来場した。現行の体制での同コ
ンサートは11回行っており、伊勢原市民文化会館で
は５回目の開催となった。ウィンドアンサンブル形式
（座奏）の２部構成で行われ、１部では『鷲が舞うとこ
ろ』などクラシックやコンクール課題曲４曲を、２部で
は『交響組曲パイレーツ・オブ・カリビアン』などの映
画音楽を演奏。総勢86名による圧巻の演奏で来場者
を楽しませた。

実際に販売されたロコモコ風
アジバーグ丼！

小田原百貨店大雄山店で実施した試食販売の様子
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